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Abstract

Theroots,stems,andleavesofAshitabaL4ngell'cBkel'skel'Koidzumi)growinginMiyazakiwere

extractedandfractionatedwith solventTheseextractsandfractionswereanalyzedbyhigh

perfbrmanceliquidchromatography(HPLC),andwereevaluatedfわrantibacterialactivities.

Ke_vwolds:

AshitabaC4ngeHcahel'shejXoidzumi),An tibacterialactivity,4-Hydorxyderricin,Ⅹanthoangelol

1.緒 言

アシタバ (A刀gell'cakel'skeIKoid_zumi)は､房総半島､

三浦半島､伊豆諸島を中心とした太平洋沿岸に自生して

いるセリ科の大型多年草であり､フラボン額や多種のク

マリン輝および､他のセリ科植物に見られない特徴的な

カルコン類を有している｡また､産地によりアシタバの

形態､成分面に差異があることが確認されている l)｡主

成分であるカルコン類の 4-HydroxyderriCin (1)および

Xanthoangelol(2)は抗菌活性2)をはじめ様々な活性が報

告されている3'6).
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本研究では､アシタバの根,茎,および薬に含まれ

る1と2を効率的に得る検討を行った｡アシタバの根,

塞,および柴のメタノール抽出を行い,さらに得られ

た抽出物を-キサン,酢酸エチルで順次溶媒分画L1

と2がどの分画に多く含まれるか調べた｡また､メタ

ノール抽出物および溶媒分画物について抗菌活性を評

価 した｡

2.実 験

2.1 試料､試薬および測定機器

宮崎県国富町産アシタバ根､茎､薬 (大島系､2008

年 11月20日採取)を60℃の乾燥鯛で約 50時間乾燥

し､葉はパワーブレンドMX2050(BRAUN)で､茎と

根はウイレ-型粉砕機 1029-A(吉田製作所)を用いて粉

末状にした後､抽出に用いた｡試料の含水率は､加熱

乾燥式水分測定器 MXl50(AND 株式会社)により重

畳減少から求め､根は4.6%､茎は12.7%､薬は9.4%
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であった｡

遠心分離機 はH-103N (国産化学)を用いた｡高

速液体クロマ トグラフィー (HPLC)分析には送液ユ

ニットLC-6AD､オンラインデガッサ DGU-20AS､

オー トサンプラ Sm-10AF､検出器 SPD-20A､および

フラクションコレクタ FRC-10A(島津)を用いた｡分

析条件は以下の通 りである｡検出界,紫外可視分光光度

計検出器;検出波長,330nm;使用カラム,hertsil

ODS-3(4.6 mm4)× 150mm,ナカライチスク);

流速,0.8cm3/m上n;分離聴,H20:MeOH=30:70;堤

磨,30℃; 濃度,5mg/cm3

2.2 アシタバ根､茎および葉の抽出 ･分離

2.2.1 アシタバ根､茎および葉のメタノール抽出

宮崎県国富町産アシタバ根部(含水率 4.6%)100g

をメタノール300cm3で 3時間加熱還流抽出した｡冷

却後吸引ろ過 し､メタノール抽出液を減圧下で溶媒留

去した｡試料は繰返 し抽出し､以上の操作を計 4回行

い､合計 19,7g(収率 20.7%)の赤茶色粘性固体のメ

タノール抽出物を得た｡また､茎および集についても

同様の操作で抽出を行い､茎 (含水率 12.7%)60gか

ら26.9g(収率51.3%)､薬 (含水率 9.4%)60gから

20.1g(収率 36.9%)のメタノール抽出物を得た｡

2.2.2 アシタバ根､茎および兼のメタノール抽出物の

溶媒分画

2.2.1で得たアシタバ根メタノー′■レ抽出物 17,3gを2

つの遠心管に分け､-キサンを80cm3ずつ加え､遠心

分離機 (2500rpm､20分間)で遠心分離を行った｡デ

カンテ-ジョンで-キサン層を分離 した｡残った沈殿

物は再び同容血の-キサンを加えて､撹拝混合後遠心

分離した｡この溶媒分画操作を合計 4回繰 り返 した｡

合わせた-キサン屑は､減圧下で溶媒を留去 し､アシ

タバ根部メタノール抽出物-キサン可溶物 1.8g (収率

1.8%)を得たO-キサン不前部は常温で放置 し十分に

乾燥させ､得られた-キサン不溶物 15.1gを2つの遠

心管に分け､酢酸エチルを80cm3ずつ加え､-キサン

分画と同様の操作を行い､アシタバ根部メタノール抽

出物酢酸エチル可溶物 1.2g(収率1.2%)を得た｡酢

酸エチル不溶部は常温で放置 し十分に乾燥 させ､アシ

タバ根メタノール抽出物酢酸エチル不溶物 13.6g(収

率 13.6%)を得た｡また､茎および葬についても同様

の操作で溶媒分画を行い､アシタバ茎メタノール抽出

物 26.9gからアシタバ根メタノール抽出物-キサン可

溶物 0.7gおよび酢酸エチル可溶部0.4g､アシタバ菓メ

タノール抽出物 20.1gからアシタバ菓メタノール抽出

物-キサン可溶物 3.4gおよび酢酸エチル可溶物 0.5g

を得た｡

2.3 アシタバ根､茎および葉のメタノール抽出物およ

びその溶媒分画物の抗菌活性試験

既報 7)に従い､アシタバ根､茎および非部のメタノー

ル抽出物､-キサン可溶物および酢酸エチル可溶物 と

既報のカルコン頬1と2を試料とし､グラム陰性菌の

Escherichiaco/ /I,PJ･OfeL/Sm irabiJis,P seudomollaS

jTLl0'･W .CenS,Ra/S/Op7iaso/onaceanHn グラム陽性菌の

Baci//ussLIblI-II-5,Micrococcus/u/eLISを用いて抗菌試験を

行った｡

3.結果および考察

3.1 アシタバ根､茎および薬の抽出 ･分離

3.1.1 アシタバ根､茎および葉のメタノール抽出

宮崎県国富町産アシタバ根100g､茎 60g､葉 60g

それぞれを酢酸エチルで 4回 3時間加熱遊流抽出し根

より19.7g､茎より26.9g､薬より20.1gのメタノー

ル抽出物を得た｡

3.1.2 アシタバ根､茎および菜のメタノール抽 出の溶

媒分画

アシタバ根メタノール抽出物 17.3gから-キサン､

酢酸エチルの順に溶媒分画操作を行い､アシタバ根メ

タノール抽出物-キサン可溶物 1.8g､酢酸エチル可溶

物 1.2g､酢酸エチル不添物 13.6gを得た｡また､茎(26.9

∂および薬メタノール抽出物(20.1g)を用いて同様の操

作を行い､茎メタノール抽出物-キサン可溶物 0.7g､

酢酸エチル可添物 0.4g､乗メタノール抽出物-キサン

可溶物 3.4g､酢酸エチル可溶物 0.5gを得た｡

3.2 アシタバ根 ､茎 および葉 のメタノール抽 出物

およびその溶 媒 分 画物 の HPLC)分析

アシタバ根､茎および薬のメタノール抽出物､-キ

サン可溶物､および酢酸エチル可溶物を HPLCで分析

した (Fig.113)｡アシタバに含まれるか レコン類である1
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Fig.1IiPLCchromatogramsofextractandfractionsofAshitabaroots.

a)MeOHextract,b)Hexane-solublefraction,C)EtOAcISOlublefraction.
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Fig.2HPLCchromatogramsofextractandfractionsofAshitabastems.

a)MeOHextract,b)Hexane-solublefraction,C)EtOAc-solublefraction.
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Fig.3HPLCchromatogramsofextractandfractionsofAshitabaleaves.

a)MeOHextract,b)Hexane･solublefraction,C)EtOAc･solublefraction.
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および2はアシタバ根>茎>非の順に多く存在した｡また､

アシタバ根､茎および韮いずれも酢酸エチル可溶物>-キ

サン可溶物>メタノール可溶物の順に1および2の濃度が

高かった｡溶媒分画によりメタノール抽出物から1および

2を壌縮して得られることがわかった｡

3.3 アシタバ根､茎および葉のメタノール抽出物およ

びその溶媒分画物の抗菌活性試験

アシタバ根､基および薬のメタノール抽出物とその溶媒

分画物およびアシタバに含まれるカノンコン類である1と2

の抗歯活性の評価結果を表 1にまとめたo酢酸エチル可溶

部の抗菌活性は､その抽出部位により活性が異なった｡根

>茎>共の順に抗菌活性が強く､特に根はグラム陰性菌の

R.301GBaCeanJmとグラム敵性薗に対し強い抗菌活性を示

した｡単離したカルコン1と2も同じ菌に対し強い抗菌活

性を示 し､ポジティブコントロールの Chloramphenico1

と同程度の活性であった｡以上の結果より､カルコン1と

2を多く含む根の酢酸エチル抽出物が強い抗菌活性を示し

たと考えられる｡

4. まとめ

1)アシタバ根､茎および英のメタノール抽出を行った｡

メタノール抽IVJ物立は茎>薬>根の順に多かった｡

2)アシタバ根､茎および薬のメタノール抽出を-キサン.

酢酸エチルを用いて順次溶媒分画を行った｡得られた

分画物をHPLCで分析した結果,根のメタノール抽出

物酢酸エチル可溶部に主要カルコンである1と2が多

TablelAn tibacterialeffectofextractsandfractionsofroots,stems,leaves,andisolatedcompounds

1and2

Bacterium
Mimimuminl1ibitionconcentrationIpg･ml~1

MeOH MeOH MeOH Hexane- Hexane- Hexane-

strain extract extract extract soluble soluble soluble

ofroots of of fraction fraction fraction

stems leaves ofroots ofstems ofleaves

E.coE >2048 >2048 >2048 >2048 >2048 >2048

PmiElaふよ払 >2048 >2048 >2048 >2048 >2048 >2048
Gram-negative

PHuaTleSCeDS >2048 >2048 >2048 >2048 >2048 >2048

a.soJanaceaz･um lO24 2048 2048 128 512 512

B_subtiHz's lO24 2048 2048 128 512 512
Gram-positive

Mluteus 512 2048 >2048 512 512 512

MinimuminhibitionconcentrationJいg･m l'l

EtOAc- EtOAc- EtOAc- 1 2

Strain soluble soluble soluble

fraction fraction fraction

ofroots ofstems ofleaves

a.coh >2048 >2048 >2048 >256 >256

PmiElabib盲 >2048 >2048 >2048 >256 >256
Gram-negative

PRuovesceDS >2048 >2048 >2048 >256 >256

R.soIanacearum <64 2048 2048 4 2

B.sLZbti111'S <64 512 2048 2 4
Gram-positive

Mluteus >2048 512 2048 2 4



アシタバ (J4ngeJ/-cakeJ'ske/'Koidzumi)の根､茎および張部の抽出とその溶媒分画 L17

く含まれていた｡

3)アシタバ根部メタノール抽Hl物酢酸エチル可溶部はグ

ラム陰性菌のR.5danBCeBnZm とグラム陽性歯に対し

強い抗菌活性を示した｡カルコン1と2も同じ菌に対

し強い抗幽活性を示したことから､1と2を多く含む

根の酢酸エチル抽出物が強い抗菌活性を示 したと考え

られる｡
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